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学校給食における食物アレルギー対応マニュアル
Ⅰ　目的
　食物アレルギー等を有する児童生徒(園児)に対し、症状に応じた適切な学校給食の提供を行うため、「学校給食における食物アレルギー対応マニュアル」を策定し、学校（園）・保護者が一体となって、対象児童生徒(園児)が心身ともに健全な学校（園）生活を送れるようにする。
Ⅱ　食物アレルギーに関する基礎知識
１　食物アレルギーとは
　　　食物によって引き起こされる免疫反応を介して、生体にとって不利益な症状が誘発される現象をさす。このため食中毒、食物不耐症などは含まない。
　　　食物アレルギーの原因は食物のたんぱく質であり、それ以外の成分（脂質、糖質など）では基本的に食物アレルギーは起きない。
（１）食物アレルギーの原因食品（アレルゲン）例

　　　・鶏卵

　　　・牛乳、乳製品

　　　・小麦

　　　・そば

　　　・落花生(ピーナッツ)、ナッツ、ごま

　　　・大豆

　　　・魚

　　　・甲殻類（エビ、カニ　等）、軟体類（イカ、タコ　等）、貝類

　　　・肉（牛肉、豚肉、鶏肉　等）

　　　・野菜、果物（キウイ、バナナ、りんご、もも　等）、いも（やまいも　等）

※年齢によって、アレルゲンが変化したり、新たに加わったりすることがある。
※牛乳、小麦、卵アレルギーは年齢が増すとともにしばしば消失する。しかし、そば、ピーナッツ、貝、甲殻類、魚等のアレルギーは生涯持続する傾向がある。

（２）加工食品のアレルギー表示の義務表示と推奨表示
　　患者数が多いか重篤度の高い７品目は特定原材料として表示が義務付けられている。他に、２０品目の表示を推奨されている食物があるが、これらを含めて義務７品目以外ではすべて表示義務がない。(「アレルギー物質を含む食品に関する表示について」令和元年9月１９日通知)
	
	特定原材料等

	義務
	えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生

	推奨

表示義務

はない
	アーモンド、あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、
キウイフルーツ、牛肉、くるみ、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、ゼラチン


（３）紛らわしい表示について

表示の中に一見すると特定原材料が含まれていると誤解しやすい言葉がある。特に「乳」「卵」の文字は様々な加工食品に使われているが、中には「乳」「卵」とは関係のないものがある。
	アレルギー
	除去の必要がない

	鶏卵
	焼成・未焼成卵殻カルシウム

	牛乳
	乳酸菌　乳酸カルシウム　乳酸ナトリウム　乳化剤

	小麦
	麦芽糖


（４）注意喚起表示について

原材料表示の欄外にある「本品製造工場では○○を含む製品を生産しています」などの表記は注意喚起表記という。工場内で起こりうる意図しない混入（コンタミネーション）への配慮を意味し、この表示があっても最重症の患者でなければ通常食べることができる。

２　食物アレルギーによって引き起こされる症状　　　
全身のあらゆる臓器に症状が誘発されうるが、特に皮膚症状、粘膜症状（唇やまぶたの腫れなど）が多い。中にはアナフィラキシーショックとなり、生命の危機を伴う場合もある。

○皮膚症状

かゆみ、じんましん、赤み、湿疹（乳児期を中心とする）

○粘膜症状

眼症状：目の充血・腫れ、かゆみ、流涙、まぶたの腫れ

　　鼻症状：くしゃみ、鼻みず、鼻づまり

　　口腔咽頭症状：口・唇・舌の違和感・腫れ、のどの痒み、イガイガ感
○消化器症状

　　腹痛、悪心、嘔吐、下痢、血便

○呼吸器症状

　　のどが締められる感覚、声嗄れ、せき、ぜんそく、呼吸困難

○全身性症状

　　アナフィラキシー
３　アナフィラキシーとは
　　アレルギー反応により、じんましんなどの皮膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器症状、喘鳴(ゼーゼー、ヒューヒュー)、呼吸困難などの呼吸器症状が、複数同時にかつ急激に出現した状態をアナフィラキシーと言う。その中でも、血圧が低下して意識の低下や脱力を来すような場合を、特にアナフィラキシーショックと呼び、直ちに対応しないと生命にかかわる重篤な状態であることを意味する。
　　また、アナフィラキシーには、アレルギー反応によらず運動や物理的な刺激などによって起こる場合があることも知られている。

　　アドレナリン自己注射薬である「エピペン eq \o\ac(○,R)」(商品名)を携行している場合には、できるだけ早期に注射することが必要である。
４　食物アレルギーの病型の特徴
（１）即時型
　　　食物アレルギーの児童生徒（園児）のほとんどはこの病型に分類される。原因食物を食べて２時間以内に症状が出現し、その症状はじんましんのような軽い症状から、生命の危機も伴うアナフィラキシーショックに進行するものまでさまざまである。

（２）口腔アレルギー症候群
　　　果物や野菜、木の実類に対するアレルギー症状に多い病型で、食後５分以内に口腔内（口の中）の症状（のどのかゆみ、ヒリヒリする、イガイガする、腫れぼったいなど）が出現する。多くは局所の症状だけで回復に向かうが、5%程度で全身的な症状に進むことがあるため注意が必要である。
（３）食物依存性運動誘発アナフィラキシー
　　　多くの場合、原因となる食物を摂取して２時間以内に一定量の運動（昼休みの遊び、体育や部活動など患者によってさまざま）をすることによりアナフィラキシー症状を起こす。原因食物としては小麦、甲殻類が多く、このような症状を経験する頻度は中学生で6000人に１人程度とまれである。しかし、発症した場合には、じんましんからはじまり、高頻度で呼吸困難やショック症状のような重篤な症状に至るので注意が必要である。原因食物の摂取と運動の組み合わせで発症するため、食べただけ、運動しただけでは症状はおきない。何度も同じ症状を繰り返しながら、この疾患であると診断されていない例もみられる。
（４）遅延型

　　　原因食品を食べてから半日から数日たってから症状が出現する。即時型と遅延型を併せ持つ人もいる。
Ⅲ　学校(園)における管理と指導
　　学校(園)における管理と指導においては、全教職員が共通理解を図り、積極的に連携・協力していく体制を整えることが必要である。
１　食物アレルギー等対応の基準
（１）医師の診断により、食物アレルギー等の原因食品が明確であること
（２）医師から原因食材の除去指示があること
（３）年に一回は「学校生活管理指導表」の提出があること(食物アレルギー以外の疾病の場合を除く。)
（４）家庭でも原因食品を除いた食事等を摂取していること
（５）「食物アレルギー対応検討委員会」の協議により原因食品を除いた給食実施の決定があること。
　　　(ただし、年度途中に対応依頼があり決定する場合を除く。)
（６）学校(園)および学校給食センター、家庭が連携をとり相互理解を図ることができること
２　食物アレルギー等対応決定までの流れ　
	幼稚園新入園児
	新小学１年生
	食物アレルギー対応
継続者（新中学１年生含）
	食物アレルギー対応
新規・転入等

	入園願書配布時１０月
「食物アレルギー調査票」（様式Ｋ－１(3)）を配布する

【幼稚園→保護者】
	事前調査　9月
「食物アレルギー調査票」（様式Ｋ－１）を配布する

【教委→園所→保護者】
	
　　　　　　
	
　　　　　　

	入園願書受付時１０月
「食物アレルギー調査票」（様式Ｋ－１(3)）を回収する
【保護者→幼稚園】
	就学時健康診断　10～11月
「食物アレルギー調査票」（様式Ｋ－１）を回収する
【保護者→園所→教委】
	　　　　　　
	　　　　　　

	↓

	「食物アレルギー調査票」（様式Ｋ－１）（様式Ｋ－１(3)）から食物アレルギー等がある児童(園児)をピックアップする
【幼児課及び教育委員会→園所・学校】

	↓　　　　　　　　　↓　　　　　　　　

	入園前健診11月

抽出園児に対し、
「管理指導表」､「食物アレルギー対応に関する調査」配布・提出依頼
＊５歳児で食物アレルギー以外の疾病を有する該当者には、提出済みの「管理指導表」を保護者に配付し、写しを園で保管する。

【幼稚園→保護者】
	抽出児童に対し、
「管理指導表」､「食物アレルギー対応に関する調査」を配布・提出依頼
【教委→保護者】
	冬休み前

「管理指導表」

「食物アレルギー調査票」（様式Kー１(2)(3)）､「食物アレルギー対応に関する調査」配布・提出依頼
＊食物アレルギー以外の疾病を有する場合は、「管理指導表」の提出は免除できる。
【学校・園→保護者】
	申告時

「管理指導表」

「食物アレルギー調査票」（様式Kー１(２)(3)）､「食物アレルギー対応に関する調査」配布・提出依頼
【学校・園→保護者】

	　　　　↓　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　↓

	入園説明会にて
「管理指導表」､「食物アレルギー対応に関する調査」の提出
【保護者→幼稚園】
	入学説明会にて
「管理指導表」､「食物アレルギー対応に関する調査」の提出
【保護者→学校】
	「管理指導表」

「食物アレルギー調査票」（様式Kー１(2)(3)）､「食物アレルギー対応に関する調査」提出
【保護者→学校・園】
	「管理指導表」

「食物アレルギー調査票」（様式Kー１(2)(3)）､「食物アレルギー対応に関する調査」提出
【保護者→学校・園】

	↓　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　↓

	１月中　対応依頼（様式Ｋ－１、Ｋ－２、「管理指導表」､「食物アレルギー対応に関する調査」）
（原本は学校・園にて保管、写しを送付）
（食物アレルギー以外の疾病を有する者の場合は、前年度以前に提出された

「管理指導表」の写しを送付） 　 　　　　　　　　　　【学校・園→給食センター】

	↓
	　

	２月中　　必要に応じて保護者との面談等実施（様式Ｋ－３）
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
	

	２月下旬　「食物アレルギー対応検討委員会※１」を開催（給食での対応を決定）

	↓

	3月上旬　　学校（園）長への対応決定結果の報告
「食物アレルギー対応食対象者一覧表」(様式Ｋ－６)
「決定通知」（様式Ｋ－４・4(２))、「同意書」（様式Ｋ－５・５（２））、

4月分「個票」(様式ア-④)を添付　　　　　　　　　【給食センター→学校・園】

	↓

	３月中旬まで　　保護者へ決定結果を通知し、同意書の提出を依頼
「同意書」(様式Ｋ－５・5(2))、4月分「個票」添付
【学校・園→保護者】

	↓

	３月中旬　　「同意書」(様式Ｋー５・5(2))および 4月分「個票」(様式ア-④)を回収
(確認欄に押印し原本を送付)　　　　　【学校・園→給食センター】

	↓

３月中旬　　「同意書」(様式Ｋー５・5(2)) および 4月分「個票」(様式ア-④)を送付

＊4月から在籍する学校(園)に送付　　　　　　【給食センター→学校・園】
↓
４月初旬　　「同意書」(様式Ｋー５・5(2)) および 4月分「個票」(様式ア-④)の写しを送付

(確認欄に押印して写しを送付)　　　　　　　　　【学校・園→給食センター】
↓
４月始業式　　　4月分「個票」(様式ア-④)の写しを配布　　　　【学校・園→保護者】
↓

	対応実施



※１　〈　食物アレルギー対応検討委員会メンバー　〉
　　・学校医代表　　　・中学校校長代表　　・小学校校長代表　　・幼稚園(こども園)園長代表　
・中学校養護教諭代表　・小学校養護教諭代表　・学校栄養士（栄養教諭・学校栄養職員）代表
３　関係機関との連携

（１）医師との連携

　　主治医や学校(園)との連携を密にし、アドバイスを受けられるようにしておく。
（２）保護者との連携
　　対象児童生徒(園児)の保護者とは連携を密に行う。
　参考資料　食物アレルギーの基本的な考え方
　【文部科学省】
「学校給食における食物アレルギー対応に関する調査研究協力者会議最終報告について」

「学校給食における食物アレルギー対応指針」(平成27年3月)
　【(公財)日本学校保健会】
「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」(令和元年度改訂)
「学校におけるアレルギー疾患対応資料」
　【滋賀県教育委員会事務局】
　　「学校におけるアレルギー疾患のある児童生徒への対応指針」(令和2年４月)

　　　
４　関係職員の役割　
	【校(園)長】
	・「学校給食における食物アレルギー対応指針」(文部科学省)および「学校のアレルギ
ー疾患に対する取り組みガイドライン」(日本学校保健会)、「学校給食における食物
アレルギー対応マニュアル」(近江八幡市教育委員会)に基づき、校内における
体制を整え、全職員に指導する。

【参考】(公財)日本学校保健会「学校におけるアレルギー疾患対応資料」

<誤食防止を目的としたルール>

・配膳時の注意　　　　　　　　　　　・給食当番の役割

　・おかわり等を含む喫食時の注意　　　・片付け時の注意
　・交流給食などの注意　など
・緊急時の対応について、全職員に指導する。
【毎月の流れ】

· 保護者が確認後提出した「個票」(様式ア-②)の内容を確認し、押印後、給食センター(幼児課)へ送付する。

· アレルギー対応確認会を開き、「個票」(様式ア-②)・「一覧表」(様式ア-④)、検食表」(様式ア-⑥)の情報が同じかを確認し、関係職員で情報を共有する。

· 「検食表」(様式ア-⑥)を基に対応内容を把握し、書類を保管する。

【毎日の流れ】

· 「検食表」(様式ア-⑥)を基に、アレルギー食の対応内容を把握しておく。

· 「検食表」(様式ア-⑥)を基に、その日のアレルギー対応の児童生徒(園児)の対応食の内容を確認し、押印する。

	【教　頭】

【副園長

または主任】
	・ 指導体制、指導状況等の確認と現状の把握をする。
【教務主任】

・担任から「自習計画」が提出された際、食物アレルギー対応の有無について記入しているかを確認し、代理者への周知を徹底する。

【毎月の流れ】

・ アレルギー対応確認会を開き、「個票」(様式ア-②)・「一覧表」(様式ア-④)、検食表」(様式ア-⑥)の情報が同じかを確認する。

· 「一覧表」(様式ア-④)を基に対応内容を把握し、書類を保管する。

【毎日の流れ】

· 前日および当日に不在となる教職員の引き継ぎ状況について確認する。

· 「一覧表」(様式ア-④)を基に、アレルギー食の対応内容を把握しておく。
· 校長不在の場合は、「検食表」(様式ア-⑥)を基に、その日のアレルギー対応の児童生徒(園児)の対応食の内容を確認し、押印する。

【緊急対応関係】

・緊急時の対応、連絡先の確認をする。
・保護者や医療機関等の連絡、調整をする。

	【学級担任】
	・保護者との連絡調整をする。
・食物アレルギー対応を必要とする児童生徒(園児)が安全で楽しい給食時間が送ることができるよう配慮する。また他の児童生徒(園児)に対し、食物アレルギーを正しく理解させる。

【毎月の流れ】

· 保護者から返送された「個票」(様式ア-②)に、アレルギー原因食品を使用する献立でアレルギー対応食がない場合、“家庭から持参”または“自分で除去”のいずれかが示されているかを確認し、押印する。

· アレルギー対応確認会に参加し、「個票」(様式ア-②)・「一覧表」(様式ア-④)、検食表」(様式ア-⑥)の情報が同じかを確認し、「個票」を保管する。

· 対応食や“自分で除去”、“家庭から持参”の対応のある日と、自身の勤務予定などを照合し、勤務をしない日があるときは、校園長へ代理者の対応を依頼する。
その際、「自習計画」に食物アレルギー対応の有無についても記入する。(小中学校)
【毎日の流れ】
· 当日の朝には、「個票」(様式ア－②)を基に、対応食の有無や、対応食がない場合の対応内容(家庭から持参または自分で除去)について把握しておく。

· 給食時間には、「個票」(様式ア－②)を基に、対応食の有無や、対応食がない場合の対応内容(家庭から持参または自分で除去)について必ず確認する。

· 対応食が提供される場合は、「個票」(様式アー②)のとおり対応食が届いているかを確認し、「確認表」(様式アー③)に押印(またはサイン)をする。
・ アレルギー対応食は、児童生徒(園児)が食べる直前に移し替えるなどして、一般食と区別がつかなくなるのを防ぐ。

	【養護教諭】

【園長・
副園長・

主任】
	・ 食物アレルギー等を有する児童生徒(園児)の実態を把握する。また状況に応じて
面談をする。
・緊急時の対応方法を立案する。

【毎月の流れ】

・ 給食センターから配布された「一覧表」(様式ア－④)が正しく作成されているか確認する。

・ アレルギー対応対象者の保護者へ必要書類を送付する。

(「献立材料表」(様式ア-①)、「個票」(様式ア-②)、原料配合表など)
・ 保護者から返送された「個票」(様式ア-②)に、対応食がない場合“家庭から持参”または“自分で除去”のいずれかが示されているかを確認し押印する。

・ 給食センター(幼児課)から配布された「検食表」(様式ア-⑥)を確認し、対応食の内容に修正(赤字で表記)がある場合は、「一覧表」(様式アー④)に赤字で転記する。

・ また、「個票」に“家庭から持参”または“自分で除去”と記載(赤字で表記)されている場合は、「検食表」(様式ア-⑥)と「一覧表」(様式ア-④)に赤字で転記する。
· アレルギー対応確認会を開き、「個票」(様式ア-②)・「一覧表」(様式ア-④)、検食表」(様式ア-⑥)の情報が同じかを確認する。

· 「個票」(様式ア-②)・「一覧表」(様式ア-④)を必要部数作成し、関係職員へ配布する。

【緊急対応について】

・ 関係職員（管理職・学級担任、給食主任、栄養教諭等）と連携をとり、共通理解を図り、緊急時の体制を周知する。
・ 主治医、学校（園）医との連携を図り、応急処置の方法や連絡先を事前に確認しておく。

	【給食センター長】
	・ 「食物アレルギー対応検討委員会」を開催する。

・ 食物アレルギー対応に関する事項について、関係職員、関係機関と協議し決定する。（給食センター受配校）

· センター内の関係職員が、共通理解できるように指導する。

【毎月の流れ】

・ 「個票」(様式ア-②)の内容を確認し、押印する。

【毎日の流れ】

・「アレルギー対応食指示書」に基づき、検食を行う。

	【栄養教諭・学校栄養職員

】

	・ 状況に応じて個別面談に出席しアレルゲンや症状、家庭での除去食の状況等を把握する。
・ 学校給食でどのような対応ができるのかを検討する。
・ 献立作成や作業工程表を作成する際に、アレルゲンを含む食品には注意を払うとともに、混入がないよう対応食の調理指導を行う。

<献立作成時の留意点>

①特に重篤度の高い原因食物のそば、落花生は使用しない。

②新規に発症を誘発するリスクの高い食物の使用は控える。

③調理室における調理作業を考慮する。

④できる限り、加工食品は原因食物が使用されていない食品を選定する。

・ 給食時の指導については、学級担任と連携を図る。

【毎月の流れ】

・ アレルギー対応食の献立を作成する。

・ 一般食の献立表を活用し、材料ごとに原料配合表の番号を入力して「献立材料表」(様式ア-①)を作成する。

・ 対象者ごとの対応区分に応じて、対応食の内容を入力し「一覧表」(様式ア-④)および「個票」(様式ア-②)を作成し、各校園へ配布する。

　<対応食献立の作成時の留意点>

①できる限り、1回の給食で複数の料理に同じ原因食物を使用しないようにする。

②同じ原因食物を使用する日を週単位で検討し、一週間の中にその原因食物が使用

されていない日を作る。

③複数の原因食物を含む献立の対応食については、全てを除去した対応食に一本化する。

　④関係書類の料理名の表示を明確にする。

◎原因食物が使用されていることが明確な料理名にする。

　(例)ｽﾊﾟﾆｯｼｭｵﾑﾚﾂ(ﾁｰｽﾞ入り)、ｷｯｼｭ(洋風卵焼き)、わかめごはん(麦入り)

◎麦ごはんの表示について

・「一覧表」「検食表」の献立名欄に“火・金は麦ごはん”と表示をする。

　　　・「個票」の欄外に“毎週火・金は麦ごはんです”と表示をする。

　　　・「一覧表」「個票」「検食表」の献立名に“○○ごはん(麦)”と表示する。

　　　・「献立材料表」の献立名は“○○ごはん(麦入り)”と表示する。

　　　・「配膳表」の献立名は“○○ごはん(麦入り)”と表示する。

· 学校(園)から返送された「個票」(様式ア-②)を確認し、押印する。

· 「個票」(様式アー②)確認時に対応食の内容に修正がある場合は、「検食表」(様式ア-⑥)、「確認表」(様式ア-③)のデータを赤字で修正し、対応食を決定する。

・「検食表」(様式ア-⑥)を作成し、「個票」(様式アー②)とともに各校園へ送付する。

・ 日ごとの対応食の献立と対象者を示した「アレルギー対応食指示書」を作成し、担当調理師に調理指示を行う。
・ 対象者別に対応食が必要な日の「確認表」(様式ア-③)を作成し、「検食表」(様式ア-⑥)とともに担当調理師に配布する。

・ 揚げ物機を使用する日をリストアップして、公開キャビネットに掲載する。

【毎日の流れ】

・ 「一覧表」(様式ア-④)および「指示書」を基に、対応食の内容を確認する。

	【調理従事者】
	・ 食物アレルギー等のある児童生徒(園児)の実態について理解し、除去食及び代替食の内容を確認する。

【毎月の流れ】

・「検食表」(様式ア-⑥)および「アレルギー対応食指示書」を基に、対応食の内容を確認する。

・「作業工程表」「作業動線図」に対応食の作業工程や作業動線についても明記する。

　「作業動線図」・・・対応食の食材は、普通食の動線と分けてわかるように明記する。

　　　　　　　　　　混入が心配される場所について明記し、注意を促す。

・センター受配校園の配膳員に「検食表」(様式ア-⑥)を配布する。

【毎日の流れ】
・検収時には、発注した食材であるか原料配合表などで確認する。
・ 「指示書」を基に、代替食や除去食品等の確認をした上で、作業工程表をチェックしながら調理作業に当たる。

・ 対応食を配缶する時は、指示どおり調理されているかを複数で確認し、「確認表」(様式ア-③)に押印(またはサイン)する。

	【配膳員】


	【毎日の流れ】

・「検食表」(様式ア-⑥)を基に、対応食が届いているかの確認後、指定場所に配置し、「確認表」(様式ア-③)に押印する。

· 対応食と「確認表」(様式ア-③)を、クラスの配膳車の一番上の段に置く。

· 検食用の対応食を管理職に届ける。

・ 配膳室に「確認表」が返却された時に、担任の印(またはサイン)が抜けている場合は養護教諭(園長、主任)に報告する。

	【保護者】


	【毎月の流れ】

・ 「個票」(様式ア-②)が配布されたら、「献立材料表」や原料配合表を基に、対応食の内容を確認するとともに、対応がない食品が使用される場合は、赤字で“自分で除去”または“家庭から持参”の旨を記入する。

【毎日の流れ】

・前日または当日、本人の発達段階に応じて、自分で対応食の有無や対応内容について確認するよう指導および注意喚起を行う。


Ⅳ　学校給食における対応
１　基本的な考え方
　学校給食におけるアレルギー対応は、明らかな食物アレルギーを有する児童生徒(園児)を対象とし、学校給食において対応をする場合には、具体的内容（除去すべき食物の指示）などについて医師の診断・指示に基づいて可能な範囲で対応していくことを原則とする。食物アレルギーを有する児童生徒(園児)は、最低年に一回は医療機関で受診し、「管理指導表」を提出する必要がある。
　また、実施に際しては、保護者から積極的に情報収集を行い、成長に合わせて適切に対応していくこととする。その際に、集団調理の中で実施するため、対応には限界があることなども保護者に理解してもらうことが必要である。

　なお、食物アレルギー以外の疾病を有し、学校給食において対応をする場合にも、具体的内容(診断名および除去すべき食物の指示)などについて医師の診断・指示に基づいて可能な範囲で対応する。この場合、次年度以降、年に一回の「管理指導票」(または「診断書」等)の提出は免除できる。

２　給食における対応方法
　食物アレルギー等を有する児童生徒(園児)への対応については、医師の指示により対象者の保護者との面談実施後、児童生徒(園児)の状況、給食施設内の諸状況を勘案した上で「食物アレルギー対応検討委員会」で協議の上、決定する。

３　食物アレルギー等対応食の種類
　学校給食での食物アレルギー等の対応方法は、弁当持参（毎日または献立内容による）や、状況に応じて自分で除去する方法、可能な範囲で対応食の提供をする方法がある。
　（１）「給食調理以外」での対応方法

①弁当持参の場合
　　　アレルギー等の原因となる食品が多岐にわたる場合、また極微量でも重篤なアレルギー症状
（アナフィラキシー）を引き起こす等調理の過程で除去が困難な場合に弁当の持参を認める。
　　
②自分で除去する場合
給食の献立表や加工品に含まれる材料名の情報等をもとにして、児童生徒(園児)が自分でアレルギー等の原因となる食品を料理から取り除く。


（２）「給食調理」での対応方法
対応食は、アレルギーの原因となる食品を調理の過程で除去したり(除去食)、別の食品を使用した料理を提供したりするもの(代替食)である。


４　食物アレルギー等対応食の実施
（１）アレルギー等対応食【毎月の流れ】
　　　別添フロー図〈毎月の流れ〉のとおり
（２）アレルギー等対応食【毎日の流れ】
　　　別添フロー図〈毎日の流れ〉のとおり

５　アレルギー対応食についての学校の対応
（１）アレルギー対応食の献立が変更になる場合
　　　何らかの問題が起こり、献立内容が変更の時は給食センターから学校(園)へ電話とＦＡＸで連絡
する。連絡を受けた学校(園)は関係者（管理職・養護教諭・担任・配膳員等・本人・保護者等）に
速やかに伝える。

（２）学校(園)で誤配に気づいた場合

　　　学校(園)から給食センター(幼児課)へ電話で連絡し対応を検討する。

　　　誤配の献立は児童・生徒(園児)が食べないよう注意する。
（３）誤って食べてしまった場合

　　　・学校(園)での緊急時の対応に従う。
・「アレルギー事故(ヒヤリハット)発生速報」(別紙様式)により、学校教育課長(幼児課長)へ
報告する。
・学校(園)で起きたすべての事故及びヒヤリハット事例は、食物アレルギー対応検討委員会へ
報告し、定期的に施設ごとに対応方法の評価、検討を行う。

６．給食費の取り扱い
　・牛乳、ごはん、パン、ソフト麺など１食単価が明確なものについては、事前の申し出により１ヶ月単位で返金の対象とする。

　・弁当を持参して給食をすべて停止する場合は、給食費は徴収しない。ただし、一部弁当持参の場合は、返金対象とならない。
Ⅴ　学校での緊急時の対応
　　　アレルギーの原因となる食品を食べた際に、症状が出現した場合等を含めての対応をあらかじめ保護者と十分に確認しておく。
　　　また、万が一誤って原因となる食品を食べた場合は、養護教諭および担当教諭に直ちに連絡をし、学校（園）内での緊急時手順に従い各自決められた対応をとる。

平成25年4月初版


平成26年4月改訂


平成28年4月改訂


平成29年4月改訂


平成31年4月改訂


令和３年４月改訂





【配慮事項】


・予定献立の食材等を保護者に知らせ、給食を食べる日と弁当持参の日を事前に決めておく。


・持参した弁当は安全かつ衛生的に保管できるよう配慮する。


・食物アレルギー等のある児童生徒(園児)を学級担任が理解し、学級の児童生徒(園児)にも理解


させ、本人が精神的な負担を感じることがないように配慮する。





【配慮事項】


・保護者が「個票」を基に、本人に取り除く食品をよく理解させておくように協力を求める。


・学級担任等が「個票」を基に、児童生徒(園児)が取り除くことを忘れないように注意が必要である。


・児童生徒(園児)が自分で取り除いて食べられるよう、学級の児童生徒(園児)も正しく理解するよう指導する。特に園児や低学年では自己管理能力が不十分なので、学級担任等が補佐をする。


・誤って食べてしまった場合の対処法を確認しておく。


・教室で配食時に除去する場合は、学級の児童生徒(園児)や給食当番の協力も得る。





【配慮事項】


・主治医等の診断、指示に沿って可能な範囲で対応する。


・対応食を該当の児童生徒(園児)が間違いなく食べられるように関係各所でチェックを行う。


・対応食を調理する過程で、調理員が的確に調理できるように、栄養教諭等は調理指示書を作成する。


・予定献立の変更があった場合の食材の変更に注意する。


・調理過程でのコンタミネーションに注意する。


・誤配のないように注意する。
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